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令和７年度事業実施状況 

 

                  令和 8年 3月 31日現在 

１．法人の事業概要 

(1) 法人の名称 

(2) 事務所の所在地 

(3) 設立認可年月日 

(4) 設立登記年月日 

(5) 代表者 

(6) 役員等の構成 

   ①．理事 

   ②．監事 

   ③．評議員  

   ④．評議員選任・解任委員 

(7) 法人事務局 

 

社会福祉法人新井頸南福祉会  

新潟県妙高市大字上新保 549番地（みなかみの里内） 

昭和 63年 7月 22日 

昭和 63年 8月 5日 

理事長  尾島隆司 

 

定数 6名以上 8名以内 

定数 2名 

定数 7名以上 9名以内 

定数 5名 

現在員 6名 

現在員 2名 

現在員 7名 

現在員 5名 

事務局長 1名、法人総務課 2名、企画調整課 1名 

(8) 事業の内容 

   ①．第一種社会福祉事業 

   ②．第二種社会福祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

③．公益事業 

 

 

 

④．受託事業 

 

・特別養護老人ホームの経営 

・老人短期入所事業の経営 

・老人デイサービス事業の経営 

・老人介護支援センターの経営 

・老人居宅介護等事業の経営 

・認知症対応型老人共同生活介護事業の経営 

・小規模多機能型居宅介護事業の経営 

・障害福祉サービス(短期入所)事業 

・障害福祉サービス(訪問介護)事業 

・居宅介護支援事業 

・介護保険法に定める訪問調査の受託等 

・有料老人ホームの経営 

・社会福祉の増進に資する人材の育成・確保に関する事業 

・妙高市高齢者生活福祉センター管理業務 

(9) 施設の内訳等 

①．みなかみの里 

 

所在地：  新潟県妙高市大字上新保 549番地 

事業等：  特別養護老人ホーム(100床)、短期入所(33床・空床型)、デイサービス

(30名)、在宅介護支援センター、居宅介護支援 

職員数：  124名（正職員 68名、常勤契約 13名、非常勤 42名、嘱託員 1名） 

②．ゆきのみや 

 

 

所在地：  新潟県妙高市大字宮内 92番地 3 

事業等：  特別養護老人ホーム(18床)、小規模多機能型居宅介護(登録 29名) 

職員数：  35名（正職員 17名、常勤契約 10名、非常勤 8名） 

③．北条の家 所在地：  新潟県妙高市大字北条 585番地 1 

事業等：  訪問介護、小規模多機能型居宅介護(休止中)、有料老人ホーム(20室) 

職員数：  12名（正職員 2名、常勤契約 1名、非常勤 9名） 

④．名香山苑 

 

 

 

所在地：  新潟県妙高市大字関川 733番地 20 

事業等：  特別養護老人ホーム(100床)、短期入所(22床・空床型)、デイサービス

(35名)、在宅介護支援センター、居宅介護支援 

職員数：  111名（正職員 61名、常勤契約 16名、非常勤 29名、嘱託員 5名） 
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⑤．みのりの丘 所在地：  新潟県上越市中郷区藤沢 998番地 1  

事業等：  特別養護老人ホーム(29床)、小規模多機能型居宅介護(登録 25名)、

認知症対応型共同生活介護(18床)、デイサービス(25名) 

職員数：  75名（正職員 38名、常勤契約 16名、非常勤 21名） 

⑥．妙高の里 所在地：  新潟県妙高市大字葎生 531番地 1 

事業等：  デイサービス(25名)、訪問介護、妙高市高齢者生活福祉センター管理

業務 

職員数：  25名（正職員 6名、常勤契約 4名、非常勤 15名） 

(10) 基本財産  

 ①．土地   【みなかみの里】 

         

 

・新潟県妙高市大字上新保 549番地 1 

・新潟県妙高市大字上新保 554番地 1 

・新潟県妙高市大字上新保 1398番地 2 

 

10,104.08㎡ 

2,778.80㎡ 

52.00㎡ 

 

 

（小計 3筆   12,934.88㎡） 

 【名香山苑】 ・新潟県妙高市大字関川 733番地 20 

・新潟県妙高市大字関川 732番地 5 

・新潟県妙高市大字関川 732番地 6 

・新潟県妙高市大字関川 732番地 8 

・新潟県妙高市大字田口 1番地 12 

・新潟県妙高市大字田口 1番地 24 

・新潟県妙高市大字田口 1番地 26 

・新潟県妙高市大字田口 8番地 1 

・新潟県妙高市大字毛祝坂 1番地 5 

4,239.80㎡ 

390.43㎡ 

271.88㎡ 

47.81㎡ 

5,005.46㎡ 

304.17㎡ 

604.18㎡ 

807.05㎡ 

506.38㎡ 

 

 

（小計 9筆  12,177.16㎡） 

【ゆきのみや】 ・新潟県妙高市大字宮内 92番地 3 

・新潟県妙高市大字宮内 93番地 1 

・新潟県妙高市大字宮内 93番地 2 

1,623.00㎡ 

76.00㎡ 

1,495.00㎡ 

 

 

（小計 3筆  3,194.00㎡） 

【みのりの丘】 ・新潟県上越市中郷区藤沢 998番地 1 

・新潟県上越市中郷区板橋 569番地 2 

・新潟県上越市中郷区八斗蒔 127番地 2 

・新潟県上越市中郷区八斗蒔 128番地 1 

949.50㎡ 

1,624.74㎡ 

1.60㎡ 

4,038.61㎡ 

 

 

（小計 4筆  

合計 19筆  

6,614.45㎡） 

34,920.49㎡ 

②．建物  【みなかみの里】 

 

・養護所 

・倉庫・車庫 

・機械室 

5,439.30㎡ 

147.60㎡ 

42.13㎡ 

 

 

 

 ・物置 

・機械室 

8.27㎡ 

36.72㎡ 

 

 

 

（小計 5棟     5,674.02㎡） 

【名香山苑】 ・養護所 6,207.59㎡  （小計 1棟     6,207.59㎡） 

【ほのぼの北条】 ・養護所 

・車庫 

199.98㎡ 

27.95㎡ 

 

 

 

（小計 2棟      227.93㎡） 

【ゆきのみや】 ・養護所 1,218.14㎡  （小計 1棟     1,218.14㎡） 

【みのりの丘】 ・養護所 2,931.66㎡  （小計 1棟     2,931.66㎡） 

合計 10棟    16,259.34㎡ 
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(11) 公益事業用財産 

①．建物  【あっとほーむ北条】 

 

・共同住宅 

 

742.28㎡ 

  

合計 1棟      742.28㎡ 

 

２．理事会等の活動状況 

(1) 理事会 

 ①．令和７年度第１回通常理事会（令和 7年 5月 28日開催） 

 ・常勤役員の７月賞与支給額について 

・公印規程、育児休業及び育児支援等の勤務に関する規程の一部改正について 

・評議員選任・解任委員の選任、理事及び監事の推薦について 

・令和６年度事業報告及び事業会計収支決算について 

・令和７年度定時評議員会について 

 ②．令和７年度第１回臨時理事会（令和 7年 6月 12日開催） 

 ・理事長、常務理事及び業務執行理事の選任について 

③．令和７年度第２回通常理事会（令和 7年 11月 26日開催） 

 

 

・常勤役員の 12月賞与支給額について 

・通所介護関連の事業運営規程の一部改正について 

・令和７年度事業会計収支補正予算について 

④．令和７年度第３回通常理事会（令和 8年 3月 25日開催） 

 ・苦情解決第三者委員の任命、特別養護老人ホーム施設長の任命同意について 

・就業規則、契約職員就業規則、短時間勤務職員就業規則及び給与規程の一部改正について 

・老人居宅生活支援施設設置管理規則及び園舎管理規則の一部改正について 

・通所介護、訪問介護及び小規模多機能型介護関連の事業運営規程の一部改正等について 

・令和７年度事業会計収支補正予算について 

・令和８年度経営方針及び事業計画、事業会計収支予算について 

・外国人留学生の法人保証について 

 

(2) 監査会 

 ①．令和７年度第１回監査会（令和 7年 5月 20日開催） 

  ・決算監査（令和６年度事業報告書・財産目録・貸借対照表及び収支計算書の監査） 

 ②．令和７年度第２回監査会（令和 7年 10月 21日開催） 

  ・定期監査（名香山苑ブロック各施設の令和７年度前期事業及び会計処理等の監査） 

 

(3) 評議員会 

 ①．令和７年度定時評議員会（令和 7年 6月 12日開催） 

 ・理事及び監事の選任について 

・令和６年度事業報告及び決算(計算)書類並びに財産目録の承認について 

 

 (4) 評議員選任・解任委員会 

  ①．令和７年度第１回評議員選任・解任委員会(令和 7年 4月 23日)＊決議の省略 

   ・評議員選任・解任委員長の選任について 

   ・評議員の選任について 

 

３．法人本部(法人事務局)活動状況 

 (1) 安定的な事業運営 

○８月末頃から各施設で新型コロナウイルスの感染が散見され、12月頃からインフルエンザの流行も重
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なる中で、各施設で単発的な感染症対応に追われた。グループホームで２回の集団感染が発生した

が、在宅サービスを長期に休業することも無く、比較的安定した事業運営が行えた。施設系サービス

は、名香山苑の特養施設を除く全施設で、前年の稼働率を上回り、３期連続で低下した全体の稼働率

を上昇させることができた。在宅系サービスは、短期入所を除く全事業で、利用者数の落ち込みがみ

られ、７期連続で前年比を下回る結果となった。特に、通所介護と居宅介護で大きく利用者数を落とし

たことが影響し、全体で１日当たり 4.6人減少する結果となった。 

○在宅系サービスの利用者数の減少と軽度化による利用者単価の低下により、介護報酬（介護料収入）

が３期連続で減少したが、食費及び居住費の単価改正による利用者等利用料収入の増収と、介護人

材確保環境改善等事業補助金を受けたことで、介護保険事業収入が前年度を上回った。また、行政

からの光熱費等高騰対策補助金や物価高騰支援金等の多額な支援を受けたことで、事業活動収入

が増収となり、安定した事業運営に繋がった。 

○事業支出面では、物価高騰等で増額となった科目がある一方で、電力会社や紙おむつ納入業者の変

更、送迎車両のリース化など、大型契約の変更が全体の経費削減に繋げることができた。また、各所

修繕費や機械除雪費の減少や特養施設の宿直員の廃止による人材派遣費の削減が重なったこと

で、事務費・事業費等の事業活動経費が、前年度より大幅に軽減された。 

 

(2) 経営５カ年計画の推進等 

○経営５カ年計画の初年度として、園長・所長会議を定例化し、専門委員会をブロック単位に再編成する

ことで、経営５カ年計画の推進体制を強化した。再編成した専門委員会の活動内容は、次のとおり。 

○【サービス向上管理委員会】は、みなかみの里ブロックを中心に構成し、変更した紙おむつによる効果

や使用法を検証し、排泄リーダー育成プログラム研修を年５回実施した。外国人介護人材の採用に向

けて、受け入れ先進施設を視察し、マニュアルや手順書の見直しを行うことにした。 

○【ＩCT・ロボット技術研究委員会】は、名香山苑ブロックを中心に構成し、生産性向上に向けた研修会、

介護システム機器展等に参加し、情報収集を行った。業務に関する課題分析アンケートを職員に実施

し、結果をまとめ、次年度に検証することにした。 

○【地域包括ケア推進委員会】は、在宅介護支援センターを中心に構成し、年４回まちかどカフェに参加

して、相談対応等により地域との交流を促進した。 

 

(3) 内部監査によるサービス管理 

○内部経理監査は、前期の決算監査は実施したが、後期の中間監査は、担当職員の不在により、書面

による自己点検に留めた。内部事業監査は、管理者による自己点検結果及び指摘事項等の確認を重

視し、全事業を２年で一巡する方法に変更した。初年度は、特養施設、短期入所及び訪問介護の３事

業 7施設の監査を実施した。 

 

(4) 職員の能力開発と人材確保・離職防止対策 

○既存職員向けの階層別・課題別研修は、概ね計画通り実施できたが、キャリア採用の新採用職員研

修会は計画・実施したものの、短期間で退職する職員が半数程あり、配属後のフォローアップが充分

に行えなかった。 

○介護職員の新卒採用は、高校・専修学校共に無かったが、大卒の生活相談員１名を採用し、みなかみ

の里施設入所課に配属した。キャリア採用は、業者からの紹介による採用と、職安紹介や直接申込み

が概ね半々となったが、試用期間中に療養休業に入り、そのまま退職となる 50歳前後の職員が５名

続いた。 

○在留資格介護のネパール人留学生１期生４名が、日本語学校のカリキュラムを終了し、新年度から介

護福祉士養成校に入学することができた。７月と１２月に日本語学校を訪問し、面談する機会を持ち、

日本語の習得状況等を確認した。１０月に現地の日本人学校とオンラインでつなぎ、介護福祉士養成
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校なども参加した合同面接会を実施して、ネパール人留学生２期生４名を決定した。３期生４名までネ

パールからの採用を確認した。 

 

４．事業運営状況 

(1) 介護老人福祉施設 

事業全体の稼働率は 0.1ポイント改善し、事業活動収入は 0.9％増加した。名香山苑では、令和７年３ 

月の感染症発生後の入所調整の遅れや、近隣施設や病院の感染症発生が年間を通して影響し、退所か 

ら入所までの日数が平均 38.6日と多かったことが、稼働を落とす要因となった。みなかみの里では入院が 

比較的少なかったことに加え、11月から上越市の措置入所者を 1件受け入れたことで稼働が安定した。 

慢性的な人手不足や感染症の影響が稼働に大きく影響するため、感染防止対策の徹底とテクノロジー 

等を活用した安心安全な介護の推進と業務の効率化・人員の適正化を検討していく必要がある。 

施設名 みなかみの里 名香山苑 ゆきのみや みのりの丘中郷 

定 員 100人 （100人） 100人 （100人） 18人 （18人） 29人 （29人） 

稼働率 95.8％ （94.5％） 92.2％ （94.3％） 96.7％ （92.4％） 98.5％ （98.1％） 

平均介護度 4.2 （4.2） 4.2 （4.3） 4.5 （4.6） 4.1 （4.0） 

事業活動収入 460,020千円 (450,683千円) 440,756千円 (448,670千円) 100,236千円 (95,624千円) 165,240千円 (160,377千円） 

（ ）は前年度実績 *以下同様 

(2) 短期入所生活介護 

事業全体の稼働率は 2.8ポイント改善し、事業活動収入は 4.3％増加した。名香山苑では、高い予約率 

と細やかなキャンセル調整により、前年度に引き続き 90％を超える稼働となった。ケアハートみなかみで 

は、年間を通じて感染症の拡大を防止できたことと、施設入所課・居宅支援課との連携により、特に冬場 

の利用者数が安定し、高い稼働を維持できた。また、事業全体の転倒・転落事故について、見守りカメラ 

等による事故分析や見守りの充実等により、前年度比 31.3%減と大幅に減少した。 

感染症と介護事故は、稼働を下げる直接要因となるため、今後も防止対策を徹底していく必要がある。 

施設名 ケアハートみなかみ 名香山苑   

定 員 33人 （33人） 22人 （22人）     

稼働率 85.9％ （81.8％） 92.5％ （91.6％）     

平均介護度 2.7 （2.8） 2.9 （2.9）     

事業活動収入 124,298千円 (117,887千円) 88,441千円 (86,104千円)     

 

(3) 通所介護 

事業全体で利用者の大幅な減少に加えて軽度化が進み、平均介護度は 0.2 ポイント低下し、事業活動

収入は 7.5％減少した。名香山苑では、妙高高原地区の他の通所介護事業所の閉鎖を受け、８月から定

員 30 名から 35 名に変更し、受け入れを行った結果、事業活動収入は、5.8％増加した。今年度、不要な

キャンセル防止のため、キャンセル料（昼食代）の徴収を行ったが、効果は一時的であった。 

今後は、軽度化にあったサービス提供と地域の人口・稼働状況に合った柔軟な定員設定が必要となる。 

施設名 みなかみの里 えんじゅの郷 妙高の里 名香山苑 

定 員 30人 （30人） 25人 (25人) 25人 (25人) 35人 (30人) 

稼働率 71.7％ (78.3％) 62.7％ (77.9％) 83.2％ (86.7％) 82.7％ (82.3％) 

平均介護度 2.0 (2.0) 1.4 (1.5) 2.0 (2.3) 1.5 (1.8) 

事業活動収入 73,003千円 (80,239千円) 42,657千円 (51,466千円) 56,605千円 (64,255千円) 71,881千円 (67,959千円) 
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(4) 訪問介護 

妙高の里ヘルパーステーションは、妙高・妙高高原地区のニーズへの対応と訪問の移動等の効率化・

事業所管理の適正化を目的に、出張所から新規指定を受け独立し事業を開始した。ヘルパーステーショ

ン北条との地域分担及び機能の明確化により、訪問距離等の効率化は実現したが、事業全体の訪問件

数は、１日0.7件減少した。一方、事業活動収入は、新たな加算を算定したことで、ほぼ前年度並みとなっ

た。今後とも効率的な運営を進めていくとともに、業務改善を図り、利用者数を拡大していく必要がある。 

施設名 ヘルパーステーション北条 妙高の里ヘルパーステーション 

件 数 6.4 件/日 (17.6 件/日) 10.5 件/日 （－） 

平均介護度 1.2 (0.8) 1.0 （－） 

事業活動収入 7,800千円 (21,908千円) 14,238千円 （－千円） 

 

(5) 居宅介護支援 

新規依頼が利用につながらないケースや施設入所、死亡等による契約解除を上回った影響で、事業全

体の給付管理件数は月17.0件減少し、事業活動収入は7.7％減少した。みなかみの里では、効率的な運

営を進めるため、妙高地区の利用者を名香山苑へ移行した分を新規利用者で補うことができなかった。名

香山苑では、地域の人口減少に伴い、要介護者や新規利用者が減っており、人員体制等の効率的な運

営が求められる。 

施設名 みなかみの里 名香山苑 

件 数 190.6 件/月 (200.7 件/月) 193.6 件/月 (200.5 件/月) 

平均介護度 1.6 (1.6) 1.5 (1.6) 

事業活動収入 29,727千円 (31,948千円) 28,931千円 (31,579千円) 

 

(6) 小規模多機能型居宅介護 

事業全体で、稼動率は 12.6ポイント改善し、事業活動収入は、18.4％増加した。ほのぼの宮内は、目標 

には届かなかったが、統合効果で稼動率は 4.1ポイント、事業活動収入が 20.9％改善した。ほのぼの中 

郷は、施設内事業所の待機者を受け入れ、施設内連携が円滑化し、稼動率は 8.3ポイント、事業活動収 

入は 15.7％改善した。宿泊重視が登録者の安定と収入増につながり、施設全体の稼働にも良い影響を与 

えた。今後も施設内連携とニーズに沿ったサービス提供により、登録者数と収入を伸ばしてく必要がある。 

施設名 ほのぼの宮内 ほのぼの中郷 

定 員 29人 （29人） 25人 （25人） 

稼働率 81.7％ (77.6％) 89.1％ (80.8％) 

平均介護度 1.7 (1.7) 1.6 (1.5) 

事業活動収入 74,863千円 (61,946千円) 65,565千円 (56,691千円) 

 

(7) 認知症対応型共同生活介護 

平均介護度が高くなる傾向にあり、入院者数は増えているが、施設内事業所に待機者を確保すること

により、スムーズな入所を実現でき、稼働率は1.6ポイント改善し、事業活動収入は3.3％増加した。 

今後も施設内連携を積極的に進めるとともに関係機関への営業活動や優良な検索サイト等を活用した

待機者確保対策を継続していく必要がある。 

施設名 グループホームあすなろ 

定 員 18人 （18人） 

稼働率 94.7％ (93.1％) 

平均介護度 2.7 (2.7) 

事業活動収入 91,313千円 (88,412千円) 
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(8) 有料老人ホーム 

稼働率は5.6ポイント改善し、事業活動収入は13.0％増加した。定期・随時の営業活動により、空床が発

生しないよう努めた結果、年間を通じて高稼働を維持できた。入居者の重度化により、ぬくもりサービスが

増えたため、訪問介護への移行やほのぼの宮内の利用などブロック内施設との連携を進め、相乗効果も

見られている。 

引き続き、連携推進と、地域包括支援センター等への訪問や空き情報の提供、優良な検索サイト等を

活用した営業活動を推進し、待機者を確保していく必要がある。 

施設名 あっとほーむ北条 

定 員 20人 （20人） 

稼働率 99.1％ (93.5％) 

平均介護度 － － 

事業活動収入 39,005千円 (34,516千円) 

 

(9) 委託事業 

妙高市高齢者生活支援センター事業については、12月から10名（男性３名・女性７名）入居し、安定的に

生活していただけた。施設設備の保全と施設内外の清掃を徹底するとともに、12月～４月までの入居期間

中は快適な生活環境の維持や入居者の健康状態の把握に努めた。 

 

(10) 事故及び感染症の発生状況と対策 

事故については、法人全体で 40 件発生した。前年度より 21 件減少しており、３大事故についても骨折  

事故 24 件が 17 件、誤薬事故 11 件が４件、車両事故 10 件が３件とそれぞれ減少した。コールマットなど

の見守り機器等の適切な活用や体制づくりで事故防止対策を進めたことにより、効果を得た。 

このうち、2/3 みなかみの里ディ・サービスセンターで職員の過失による事故が１件発生した。要介護２

で歩行器を使用され、常に付き添いが必要な方に対し、椅子を近くに寄せようと一時的に手を離した際に

しりもちをつかれた。救急搬送し、左大腿骨頸部骨折、両恥坐骨骨折で入院となったが、94 才と高齢で心

不全等の持病もあり、手術はできなかった。入院中に腸閉塞等により全身症状が悪化し、お亡くなりにな

った。職員には、介護は命を預かる仕事であることを改めて認識し、今後このような事故を起こさないため、

対策を徹底するよう指導した。 

感染症については、保健所への報告した事例は、みなかみの里ディ・サービスセンターの新型コロナウ

イルス感染症（9/9～9/17・入所者５名、職員５名）グループホームあすなろで発生したインフルエンザ

（12/4～12/17・入所者 13 名、職員７名）であった。単発の発生は、いくつかの事業であったが大きく広が

ることはなく、感染対応ができた。 

介護事故や感染症の発生は、事業運営や稼働状況に直接影響するため、原因の分析と的確な防止対

策を徹底し発生を未然に防ぐとともに、適切な教育・指導と業務の標準化を推進し、介護の質を安定的に

維持していくことが継続的に必要となる。 

 

(11) 苦情の状況 

みなかみの里ディ・サービスで９月の新型コロナウイルス感染症の発生時の対応について、家庭連絡 

  が遅くなったことに関して、説明を求められた。謝罪し経緯及び今後の対応について説明した。情報提供 

  の遅れにより、家族からの信頼を損ねた事案であった。今後も同様なことがないように対応策を共有し履 

行することが求められる。 
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 ＜特別養護老人ホームみなかみの里／介護老人福祉施設事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆早期に次期入所候補者の選定を行ったことで、入所までの期間を短縮でき、稼働率の安定につな

がった。新規入所 37 名に対し、事前面接は 65 名分を実施した。 

◆上越市からの依頼により、虐待ケースの方を措置入所として受け入れた。 

◆けいなん総合病院の感染管理認定看護師による、感染対策に関する施設内ラウンドの実地研修を

実施した。 

◆生産性向上の取り組みについては、全職員を対象にアンケート調査を行い、課題の洗い出しと今

後の取り組みを整理した。 

◆入所者１名の在宅復帰については、家族、介護支援専門員、行政と連携を図りながら実施するこ

とができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 100 人 100 人 

稼働率(うち空床短期) 95.5％(0.5％) 95.8％(0.0％) 

平均介護度 4.2 4.2 

事業活動収入 454,774 千円 460,020 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①入所候補者３人の事前選定により、空床日

数７日以内を実現 

❶毎週月曜日に、入所候補者選定や事前面接予定者等の情報

を共有した。空床日数は平均９日で、前年度の 11.8 日より

2.8 日短縮することができた。 

②要介護度４以上の新規申し込み者への事前

面接による迅速な候補者選定 

❷新規申し込みのあった要介護度４以上の方については、積

極的に事前面接を実施した。(65 名) 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①オンライン研修の繰り返し学習によるサー

ビスの質向上 

❶法定研修等については、オンライン研修を実施した。 

 

②見守りカメラを活用した介護事故の検証と

再発防止 

❷事故発生時、事故映像で詳細を確認し、対策を立て事故防

止につなげた。 

３.ＩＣＴ・ＡＩ、介護ロボット等を活用した

生産性向上の取り組み 

 

①生産性向上委員会による介護サービスの質

向上と職員の負担軽減の取り組み 

❶生産性向上委員会で、業務に関するアンケート調査を実施

し課題の洗い出しと、今後の取り組みについて整理した。 

②介護ロボットを活用した更なる業務の効率

化と職員の負担軽減 

❷ネットワークを活用することで、業務効率化を図ることが

できた。 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①虐待防止やプライバシー保護、身体拘束廃

止等に関する研修会の定期開催 

❶オンライン研修は実施できている。また、苦情解決委員会

や虐待防止委員会も予定通り開催した。 

②権利侵害を防止するための身体拘束や虐待

防止に関する自己チェックの実施 

❷職員にアンケートを実施し、結果についてフィードバック

した。 
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事業運営目標 実 績 

５.医療連携による感染症対策の質的向上  

①業務継続計画に関する研修や標準予防策の

検討会を通じた職員個々の感染対策の向上 

❶12 月に感染管理認定看護師の施設内ラウンドによる実地研

修を開催した。ケアハートと合同で感染症の標準予防策に

関する検討会議を年４回開催した。 

６.感染症対策を重視したボランティアの育

成と活用 

 

①感染予防に配慮したボランティアの受け入

れ再開 

❶感染予防のルールを検討し、ボランティアの受け入れを開

始したが、新たな申し込みはなかった。 

７.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

拠点施設としての活動継続 

 

①近隣住民や地域消防団との協力体制の継続

と災害時の避難者受け入れルールの整備 

❶近隣住民および地域消防団とともに総合防災訓練を実施し

た。妙高市及び民生委員と福祉避難所に関する打ち合わせ

を行った。 

８.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①メールやＳＮＳツールを活用した家族との

情報共有の検討と実践 

❶毎月の家庭連絡について、メール活用の連絡者は 67 名。写

真等を添付し、日々の生活の様子をお伝えしている。 

②広報誌やブログの充実と積極的な情報発信 ❷ブログの更新回数は年 43 回で、法人内の事業所の中で最も

多く更新することができた。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 5 件 0 件 5 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜在宅複合型施設ケアハートみなかみ／短期入所生活介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆新規契約が 42 件と多く、長期利用も多くあり目標稼働を維持することができた。また、みなかみ

の里施設入所課との連携において、空床利用を見込んで月初予約件数の底上げができた。 

◆７月にコロナ感染症の蔓延があったが、対策をしっかり立てそれ以上の蔓延を防ぐことができた。

◆短期入所課と通所介護課の契約書を一本化し、相互利用のメリットを伝えることができた。 

◆跳ね上げ式車椅子や電動ベッドを購入し、業務効率化からの生産性向上を図った。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 33 人 33 人 

稼働率 84.6％ 85.9％ 

平均介護度 2.9 2.7 

事業活動収入 124,628 千円 124,298 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①稼働率向上のための居宅介護支援事業所と

の連携強化(月初予約 90％以上) 

❶居宅介護支援事業所との連携を図り、月初予約を平均 90％

以上確保することができた。 

②医療依存度やキャンセルリスクの高い新規

利用者に対する予約管理の重点化 

❷施設入所や入院などでキャンセルが発生した際は、キャン

セル待ちや長期利用希望の方が利用できるよう速やかに予

約調整を行った。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①施設入所課と連携した特養入所待機者の受

け入れ促進と空床短期の積極的な活用 

❶施設入所課からの空床情報を活用し、月初予約の底上げと

稼働率の向上を図った。 

②通所介護課と連動した個別機能訓練体制に

関する積極的な情報発信 

❷担当者会議等で機能訓練経過を報告の中で、通所介護課と

の連携をアピールし、高い評価を受けている。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①生産性向上委員会によるチームケアの質向

上と情報共有の効率化 

❶事業所会議にて生産性向上委員会を開催し、業務改善等に

ついて検討した。 

②適正な事業運営のためのコンプライアンス

等に関する研修の実施 

❷適正な事業運営を継続するため、オンラインによるコンプ

ライアンス等の研修を行い、日々の業務に生かすことがで

きた。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①不適切ケア改善チームによる不適切ケアの

排除と虐待防止及びサービスの質向上 

❶毎月目標を決めて不適切ケアの改善に取り組み、事業所別

会議で評価を実施した。 

②事故防止委員会による事故の振り返りと再

発防止 

❷毎月事故防止委員会を開催し、事故の１ヶ月後と３ヶ月後

に再評価を実施し、同様の事故発生を防ぐことができた。 

５.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①災害時における業務継続のための研修及び

訓練の実施 

❶非常災害時の業務継続計画に関するオンライン研修と想定

訓練を実施した。 

②地域の方にも参加していただける福祉介護

フェア等の開催 

❷10 月はねうまアリーナで『福祉・介護・健康フェア』を開

催し、利用者やご家族始め地域の方の参加が大勢あった。 
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事業運営目標 実 績 

③令和６年度実施した感染症対策に基づく手

順書の作成 

❷看護職員と共に感染症発生時の手順書を写真付きで作成

し、職員へ配布説明した。 

７.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①広報誌やブログを活用した積極的な情報発

信 

❶広報誌やブログを作成し、短期入所課の行事や取り組みを

発信した。また、広報誌やチラシを用い営業活動を行った。 

②入所者・家族へのアンケート結果に対する

サービス改善の見える化 

❷12 月にアンケート調査を行い、アンケート結果と改善策を

ご利用者・ご家族に配布した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 3 件 0 件 3 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜みなかみの里ディ・サービスセンター／通所介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆新規契約者は 32 名と前年度とほぼ同数だが、感染症流行や人員減少等が響き目標稼働に達するこ

とができなかった。目標値に近づくため、居宅介護支援事業所に空き情報の定期的な配布や「ふ

れあい通信」やパンフレットを用い、営業活動に取り組んだ。 

◆通所介護課と短期入所課の契約書を一本化し、ご家族や介護支援専門員等が双方に利用しやすい

環境整備を行った。 

◆ご利用者が持参された種を植え、一緒に育てることで「利用継続の目的」を作ることに取り組ん

だ。その内容を「ふれあい通信」や広報誌に掲載し、外部への広報活動を行った。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 30 人 30 人 

稼働率 85.0％ 71.7％ 

平均介護度 2.1 2.0 

事業活動収入 87,580 千円 73,003 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①居宅介護支援事業所への利用促進のチラシ

配布と空床情報の定期的かつ効果的な配信 

❶パンフレットや毎月発行のふれあい通信の全面見直しを行

い、閲覧性向上に取り組んだ。人員減少もあったが、職種間

で協力し、居宅介護支援事業所へ営業活動を実施した。 

②キャンセル数月 100 件以上を見込んだ事前

予約 93％以上の確保 

❷一般型は月初予約 93％以上確保したが、認知症対応型は

60％程に止まった。キャンセルは月平均 138.3 件発生した。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援  

 

①短期入所課と連動した訓練計画策定と個別

機能訓練加算Ⅱの拡充 

❶短期入所課と連動し、継続的で効果的な生活動作向上の訓

練計画を策定した。個別機能訓練加算Ⅱは年間の実人数で

336 件算定した。 

②短期入所課の営業や契約時での連携強化と

在宅部門会議でのその他連携方法の検討 

❷契約時、ご家族や介護支援専門員に契約書の一本化で短期

入所との相互利用のメリットを伝えることができた。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①ＩＣＴの導入や利活用等の生産性向上に関

する取り組みの検討と検証 

❶毎月の事業所別会議において生産性向上の検討・検証を実

施するとともに、現システムに有している機能の活用(認知

症スケール等)を検討した。 

②在宅部門でホワイトボード・紙ベースのア

ナログ作業や他事業所との情報共有に関す

る効率化を検討 

❷事業所内の作業を洗い出し、紙ベースからシステム内の実

績を共有することができた。他事業所とも専用ツールを用

いることで情報共有と効率化を図ることができた。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①利用したくなる仕組みづくりや根拠に基づ

く認知症ケアによるサービスの質向上 

❶園芸活動の充実を図り「利用したい」「利用を続けたい」仕

組みづくりを強化した。認知症ケアではスケールの使用に

ついて検討・検証を実施した。 
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事業運営目標 実 績 

②事故防止検討委員会による事故予測・検証

の更なる強化と情報共有の徹底 

❷毎月の事故防止検討委員会で事故の検証を行い、研修にお

いて事前予測等に関する学習を行った。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①在宅部門での感染症や非常災害対策等に必

要な研修やシミュレーション訓練の実施 

❶在宅部門全体で感染症や非常災害対策等に関する研修を実

施した。また、12 月に外部機関の衛生担当者により事業所

内のラウンドチェックを受審した。 

②退院直後や重度の方の積極的な受け入れと

関係機関との情報共有による適切な対応 

❷電話連絡を基本としながらも専用ツールを活用し、関係機

関との情報共有を適切に実施した。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①事業所の「売り」の明確化と根拠に基づい

た取り組み内容等についての積極的な広報

活動 

❶園芸活動を一つの「売り」とし、活動の充実に取り組んだ。

その成果等が伝わりやすいようにチラシやふれあい通信の

書式を見直しした。 

②ＳＮＳを活用したリアルタイムで様々な方

が閲覧できる広報活動の実施 

❷ＳＮＳの活用についても検討したが導入には至らず。チラ

シ等の書式の見直しを優先して実施した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 2 件 0 件 2 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

1 件 9/9 新型コロナウイルス感染症の発生時、家庭連絡が遅れたため、本人だけでな

く、家族にも感染したとの申し出があり、連絡が遅れた経緯と今後の対策の説明

を求められた。謝罪し今後同様のことがないよう対策を立て説明した。 
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＜みなかみの里在宅介護支援センター／居宅介護支援事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆施設入所や死亡による契約解除が多く、また、ブロック間の担当エリア適正化のため、関山地区

を名香山苑居宅支援課へ移行したことにより、給付管理件数は目標に達しなかった。 

◆サービス向上のため、ケアマネジメントに係る研修を計画的に実施することで、職員個々のスキ

ルアップにつなげることができた。 

◆関係機関に法人共通パンフレットを配布し、新規依頼につなげることができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

稼働率(平均件数/月) 200 件／月 190.6 人/月 

平均介護度 1.7 1.6 

事業活動収入 32,000 千円 29,727 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①妙高市や中郷区の地域包括支援センターに

空き情報を伝え、積極的に介護給付の新規

紹介を依頼(月１回) 

❶妙高市や中郷区の地域包括支援センターへ定期的に出向

き、良好な関係性を維持・構築した結果、コンスタントに新

規依頼を受けることができた。 

②予防マネジメントの適正化 ❷家族紹介や事業所指名により断れないケースもあり、予防

件数の目標値は達成できなかった。(月平均 57.2 件) 

２.法人サービスをつなぐ要として法人内事

業所と一体となった支援の実施 

 

①法人サービス体系と相互利用のメリットに

関する積極的なＰＲ活動 

❶法人共通のパンフレットを用いて、法人の広範な事業展開

とつなぎ・つながるサービスについて説明した。 

②在宅生活継続に向けた法人在宅サービスと

の連携強化 

❷定期的に在宅部門の課長が集まり、在宅生活継続に向けた

情報共有と検討を行った。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①記録システム、ケアプランＡＩ作成システ

ムについての費用対効果の検討 

❶当事業所と同じシステムのサービス事業所(法人内事業所

と他２事業所 )と連携し、各種帳票の受け渡し等の効率化

と情報共有を行った。ＡＩ作成システムは、現システムと

連動しないため、導入は見送った。 

②在宅部門で他事業所との連携や情報共有に

関する効率化に向けた検討を実施 

❷在宅部門でケアプランデータ連携システムを導入した。他

事業所でも導入が進んだため、次年度から運用を開始する。 

４.サービス事業所で感染症が発生した際の

迅速かつ適切なサービス調整 

 

①サービス事業所で感染症が発生した際の適

切なケアマネジメントの実施 

❶感染症が発生した際は、サービス事業所の対応に合わせ、

迅速にケアマネジメントやサービス調整を実施した。 

②日常的な衛生及び健康管理の徹底と業務継

続に関する研修等の実施 

❷オンラインによる法定研修の受講に加え、感染症対策委員

会での報告を事業所別会議等で周知した。 

５.質の高いケアマネジメントを行うための

更なる資質向上 

 

①法令順守とサービスの質向上に向けたケア

マネジメント研修の充実(年６回) 

❶事業所別会議等でオンラインによる法定研修やケアマネジ

メントの流れに沿った研修を実施した(年６回)。名香山苑

居宅支援課と合同で事例検討会を実施した。(年１回) 
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事業運営目標 実 績 

②介護支援専門員が自身の課題を分析し、主

体的に取り組む個別研修計画の立案 

❷介護支援専門員ごとに個別研修計画に沿って、一人ひとり

が主体的に取り組み、実施結果を主任介護支援専門員が評

価することで適切な教育・指導につなげた。介護支援専門

員協会やその他団体の研修も勧め、受講している。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①法人の広範な事業展開と相互利用を周知す

るための法人共通パンフレットの活用 

❶法人共通のパンフレットを用いて、法人の広範な事業展開

とつなぎ・つながるサービスについて説明した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 0 件 0 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜ヘルパーステーション北条／訪問介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆令和７年度より、妙高の里に事業所を再登録し、ヘルパーステーション２事業所体制へ移行した。

エリア分けにより、移動時間の短縮や業務効率の向上につながった。 

◆地域ニーズに見合った人員体制とし、あっとほーむ北条内を中心とした効率的な事業運営に移行

した結果、目標を上回る稼働を上げることができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

稼働率(平均件数／日) 5.5 件／日 6.4 件／日 

平均介護度 1.1 1.2 

事業活動収入 6,598 千円 7,800 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①新井地区及びあっとほーむ北条入居者に限

定した効率的な事業運営とサービス提供 

❶あっとほーむ北条内での訪問件数を増やし、移動時間を要

さない効率的なサービス提供へ移行した結果、下半期には

稼働が大きく向上し、安定した運営につながった。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①有料老人ホームとの兼務体制の強化による

一体的な支援体制の構築と業務の効率化 

❶有料老人ホームとの兼務体制により介護保険サービスに加

えて保険外サービス(ぬくもりサービス)を組み合わせて提

供した結果、介護保険では対応できない支援を補完でき、

一体的で効率的な訪問介護体制を構築することができた。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①介護記録システムを活用した訪問管理と記

録業務の簡素化 

❶介護記録システムの運用を進め、入力項目の整理や情報共

有機能の見直しを行ったことで、訪問管理と記録業務の簡

素化を図ることができた。  

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

 

①事業所別会議での職員の資質向上に向けた

各種研修の実施 

❶年間計画に沿って各種研修を行った。 

②事業所別会議での事故の再発防止に向けた

検証と対策の検討 

❷事故の検証を行い、定期的に振り返り機会を持つことで再

発防止に努めた。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①感染症防止に必要な研修・想定訓練による

事業継続の実効性確保(年２回) 

❶マニュアルの内容を研修で周知し、シミュレーション訓練

を実施することで、実践で活用できる知識と対応力を身に

つけられるようにした。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①有料老人ホームと連携し、介護保険と保険

外サービスを組み合わせた個別性への柔軟

な対応のＰＲ 

❶介護保険サービスに保険外サービス(ぬくもりサービス)を

組み合わせることで柔軟な対応が可能であることを、広報

誌や営業活動を通じて積極的にＰＲした。 
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２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合 計 

件 数 0 件 1 件 1 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜有料老人ホームあっとほーむ北条／有料老人ホーム事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆上越市・妙高市への営業を通じて地域から選ばれる体制づくりを進めるとともに、認知症状やＡ

ＤＬ低下がみられる入居者への安全な支援と自立支援の取り組みを継続した。 

◆急な退居に備えた事前面接の実施によって安定した入居調整を図り、感染症対策と広報活動を強

化することで、安全・安心な環境づくりと地域からの信頼向上に努めた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 20 人 20 人 

稼働率 97.5％ 99.1％ 

平均介護度 ― ― 

事業活動収入 37,050 千円 39,005 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①住宅型としての役割を重視した自立支援と

入居者交流の促進 

 

❶ラジオ体操や食事の下膳など本人が取り組めそうなことを

提案し、季節の歌を歌うなど入居者の要望を取り入れ、自

立支援の取り組みを行った。 

②地域包括支援センター等への空き情報提供

による待機者の確保 

❷待機者が少ないため、毎月初めに上越市と妙高市の居宅介

護支援事業所や地域包括支援センターに営業を行った。 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①事業所別会議での職員の資質向上に向けた

各種研修の実施 

❶年間計画に沿って研修を行った。 

②事業所別会議での事故の再発防止に向けた

検証と対策の検討 

❷事業所別会議で事故内容の検証を行い、対応策の実施状況

を確認しながら再発防止に取り組んだ。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①個別性に対応するための介護保険内・外の

サービスを組み合わせた柔軟な対応 

❶ＡＤＬが低下している入居者の増加により、ぬくもりサー

ビス件数が増加した。介護支援専門員と相談しながら介護

保険で対応可能な訪問は移行し、切れ目のないサービス提

供に努めた。 

②運営懇談会で直接聞き聞き取った入所者か

らの意見等をサービス改善につなげる取り

組み 

❷８月と 12 月に運営懇談会を開催し、入居者やご家族、苦情

解決委員に参加いただき、サービス内容などについてのご

意見を伺った。 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①虐待防止研修会で虐待に関する知識や予防

対策の教育・指導を実施  

❶事業所内で虐待防止に関する研修を実施し、虐待に関する

基本事項の確認と、防止に必要な知識の習得を図った。 

５.感染症対策の質的向上と安全で安心なサ

ービス提供 

 

①みなかみの里施設入所課と連携した感染防

止のための現場検証の実施 

❶令和６年度現場検証により、みなかみの里から示された課

題の改善に取り組んだ。感染症発症後には現場検証を行

い、問題点を明確にした。  
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事業運営目標 実 績 

②検証結果を踏まえた事業所内の環境改善と

感染対策の見直し 

❷検証結果を踏まえ、手順書を更新した。また年２回、感染

症対策研修を実施し、対応策の理解を深めた。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①入居者の自立支援に向けた取り組みを積極

的にブログで発信 

❶ラジオ体操や食事の下膳、ゴミ捨てなど本人が取り組めそ

うなことや季節の歌を歌うなど自立支援の取り組みを継続

し、ブログなどでもＰＲした。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合 計 

件 数 2 件 0 件 2 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

＜地域密着型介護老人福祉施設ゆきのみや／介護老人福祉施設事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆入院実人数 10 名、入院日数は前年度 486 日から 167 日へと 319 日減少した。また、入所候補者

を事前に複数名選定し、空床が長期化しないよう努めたが、稼動目標には僅かに届かなかった。 

◆オンライン研修や事故の検証、毎月の設備点検等により、サービスの質向上と介護事故・虐待の

未然防止に取り組んだ。 

◆生産性向上委員会等により、業務の見直しを進め生産性向上を図った。 

◆協力医療機関等との連携のもと、感染症対策の強化に努めた。 

◆災害への備えや感染症対策を踏まえた体制整備を進めるとともに、地域から選ばれるための広報

活動を展開し、地域包括ケアの拠点としての役割を継続した。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 18 人 18 人 

稼働率 97.0％ 96.7％ 

平均介護度 4.4 4.5 

事業活動収入 97,686 千円 100,236 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①入所候補者選定による退所から入所までの

期間短縮 

❶早めに事前面接を行ったが、入退所４件の平均空床日数は

8.6 日間となり、目標達成はできなかった。 

②要介護３の入所時期の調整による入所者構

成の最適化 

 

❷要介護３の方が１名入所された。年間１名ずつ計画的に受

け入れることで、入所者の要介護度構成を適正に保ち、日

常生活継続支援加算の継続算定を図ることができた。平均

要介護度は 4.5 であり、高い水準を維持できた。 

③口腔衛生管理を強化することによる入院予

防の徹底 

❸歯科衛生士による口腔ケアを継続し、口腔環境の改善に取

り組んだ。入院日数の減少との因果は不明だが、入院予防

や職員の意識づけにつながった可能性がある。 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①看取り対応と手順書の見直しによる終末期

ケアの質向上 

 

❶看取り対応手順書の見直しを行い、対応内容の整理を図っ

た。オンライン研修を活用し、看取りケアに関する理解の

向上を図った。 

②設備・備品の維持管理と環境整備による安

全・快適な生活環境の確保 

❷毎月設備機器点検を行い、安全で快適な生活環境が確保で

きるように努めた。 

３.ＩＣＴ・ＡＩ、介護ロボット等を活用した

生産性向上の取り組み 

 

①オンライン研修導入による職員研修の充実 ❶オンライン研修を活用し、効率的な研修受講を進めた。 

②記録システム等を活用した事務作業のスリ

ム化 

❷記録システム活用の再検討、記録内容の統一を図るための

ルールを作成する等記録業務のスリム化を進めた。 

③入所・相談・受診機能強化に向けた夜勤体

制の見直し 

 

❸夜勤業務の効率化を図り、夜勤１名体制の導入を検討した

が、体制変更まで至らなかった。当面は日勤帯の業務日課

を見直すことで業務のスリム化を行った。 
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事業運営目標 実 績 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①プライバシー保護を強化した介護手順と生

活環境の見直し 

❶身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会を定期開催し、プラ

イバシー保護の検討や介護手順、環境の見直しを行った。 

②虐待防止・身体拘束廃止・認知症ケアに関

する研修会の実施 

❷オンラインによる虐待防止、身体拘束廃止、認知症ケア研

修をそれぞれ年２回実施した。 

５.医療連携による感染症対策の質的向上  

①協力医療機関と連携した感染症等に関する

研修の実施 

❶食中毒予防やガウンテクニックについて看護師による研修

を実施した。 

②感染対策と生活環境の見直しによる事業継

続の実効性確保 

❷感染対策研修を年２回実施したほか、施設内の衛生環境の

見直しと、感染対策用物品等の整理整頓に努めた。 

６.感染症対策を重視したボランティアの育

成と活用 

 

①施設内外の環境整備活動の実施 ❶ゆきのみや全体で、近隣の幼稚園と協力し、訪問活動を拡

充させた。年２回実施した。 

７.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

拠点施設としての活動継続 

 

①災害対策に必要な研修・想定訓練による事

業継続の実効性の確保 

❶業務継続計画に沿って災害対策に関する研修や訓練を実施

した。 

②災害発生時の施設への直接避難を念頭にお

いた環境整備 

❷市役所と連携を密に行い、福祉避難所としてのシミュレー

ション訓練を検討した。 

８.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①感染状況に応じた地域行事・環境整備活動

への参加 

❶地区の感染状況を確認しながら斐太神社の春季、秋季大祭

への参加やクリーンパートナー活動を実施した。 

②広報誌やブログによる事業活動の定期的な

情報発信 

❷広報委員を中心に広報誌を作成し、月１回ブログでの発信

を継続した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合 計 

件 数 1 件 0 件 1 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜小規模多機能型居宅介護事業所ほのぼの宮内／小規模多機能型居宅介護事業＞ 

 

事業 

総括 

◆ゆきのみや特養との入所連携システムを構築したことで、ゆきのみやを含めた施設全体がワンチ

ームとして機能し、より親密で円滑な連携体制を整えることができた。また、あっとほーむ北条

との連携強化や、居宅介護支援事業所への営業活動を推進したことで、新規利用の選択肢が広が

り、稼働の安定化にもつながった。 

◆感染症対策に配慮しつつ、行事では外部の方をお迎えしたり、地域の保育園に訪問して交流会を

実施したりするなど、地域とのつながりを積極的に深めることができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 29 人 29 人 

稼働率 95.0％ 81.7％ 

平均介護度 1.7 1.7 

事業活動収入 83,016 千円 74,863 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①介護支援専門員が中心となり、新規依頼を

管理できる体制の構築と高い登録率の維持 

❶泊りサービスを増やすことで収益の安定化に努めた。居宅

介護支援事業所への営業や職員の意識改革に取り組み、積

極的に新規利用者を受け入れたが、年度当初の契約解除を

埋めることができず、稼働目標は達成できなかった。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 
 

①ゆきのみや特養との連携システムのＰＲ活

動と入所待機者に関する情報共有の推進 

❶ゆきのみや特養との連携により、入所待機者の情報共有や

検討会を実施し、スムーズなサービス調整につなげること

ができた。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①生産性向上推進委員会による記録システム

活用の再検討と業務スリム化の推進 

❶毎月の事業所別会議において、生産性向上を目的とした業

務改善や、ご利用者のケアに関する検討会を実施すること

で、ケアの質の向上を図ることができた。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①ケアの質向上のための研修実施 

〇介護技術研修会・認知症ケア学習会の実施 

〇内部・外部評価の受審 

❶個別研修計画を策定し、オンライン動画や事業所内での研

修を通じ、法定で求められる内容や業務に必要な知識・技

能の習得に努めた。また、内部事業監査での自己評価、運営

推進会議での外部評価とその振り返りにより、サービスの

質の向上に努めた。 

②安全・快適な生活環境を維持するための設

備・備品の管理と環境整備の徹底 

❷安全衛生委員が中心となり、車両の保守を含めた設備・備

品の管理を行い、修繕が必要な場合は迅速に対応した。 

５.感染症対策の質的向上と地域のつながり

を重視した取り組みの再構築 

 

①協力医療機関と連携した感染症研修の実施 

②感染状況を勘案した地域行事・環境整備活

動への参加 

❶10/23 感染症のガウンテクニック実技演習を実施した。 

❷感染症対策を講じて、外出・外食ドライブ、地区の祭りなど

地域との交流の場に多く参加できた。 
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事業運営目標 実 績 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①広報誌やブログを活用した事業所の活動内

容についての定期的な情報発信 

❶広報誌「南葉だより」を年３回発行、ブログは毎月１回更

新することで外部へのＰＲ活動を行った。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合 計 

件 数 1 件 1 件 2 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜地域密着型介護老人福祉施設みのりの丘中郷／介護老人福祉施設事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆前年度末の退所を含めると一年での入退所が 10 件と比較的多かった。待機者の減少もあって、

候補者選定に苦慮するケースもあったが、併設のグループホーム、小規模多機能との連携もあっ

て稼働率 98.5％とすることができた。 

◆平均介護度に関して、適正な認定調査が受けられるよう、介護支援専門員が必ず対応するように

し、年度当初 4.0→年度末 4.2 まで改善した。 

◆感染症流行の状況を見ながら、面会や行事等について実施することができ、また、日頃の基本的

な感染症対策や早期対応により感染症の持ち込みや流行をゼロにすることができた。 

◆限られた職員数の中で生産性向上を進めるべく、ケア検討会議やユニット会議にて省力化や効率

化を検討し、できるところから改善を行った。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 29 人 29 人 

稼働率 99.0％ 98.5％ 

平均介護度 4.1 4.1 

事業活動収入 163,433 千円 165,240 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①入所候補者を選定し、空床発生時の速やか

な入所（空床日数７日以内） 

❶平均空床日数は 13.7 日、最長が 26 日、最短が７日。入所

直前での入院、大雪により遠方の家族が対応できないと見

送り、入所前に新型コロナに罹患して回復を待たないとい

けない等、２週間を超えるケースが４件あった。 

②つなぎ・つながるサービス会議を行い、施

設内他事業所と情報共有・連携しスムーズ

な受け入れを実施(月２回) 

❷新規入所 10 件中、あすなろからの入所が５件、ほのぼの中

郷からの入所が２件あり、特養の空きが出る前からそれぞ

れの状況を随時確認し、スムーズな入所が行えるように連

携を行った。(月１回開催) 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①見守り機器の活用や定期的な点検の実施と

利用者の安全及びケアの質の確保(年 12

回)  

❶毎月、担当者が見守り機器の点検を実施。動作不良の機器

について、速やかに修繕を行い安全対策に努めた。 

②介護機器の使用方法の演習や事故統計の周

知、事例を通じた再発防止策の実習等、職

員研修の定期的実施(年２回) 

❷動画視聴による事故防止の研修と、みのりの丘全体の事故

統計をまとめ、周知することで類似事故防止の取り組みを

行った。 

３.ＩＣＴ・ＡＩ、介護ロボット等を活用した

生産性向上の取り組み 

 

①記録システムを活用した記録業務の効率

化・ペーパーレス化を検討し実践 

❶主にケアマネジメント業務に関連する記録物の必要性を確

認しながら、過剰なものは簡略できるように記録ヵ所を減

らし、また、内容の簡素化を図った。 

②職員の資質向上や事業継続に必要な研修を

効率的に行うためオンライン研修を計画的

に活用 

❷他の施設で既に活用し始めているオンライン研修を開始し

た。各職員が動画による研修のスタイルを体験することが

でき、学びにもつながった。 
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事業運営目標 実 績 

③生産性向上のためのコールシステム・入浴

機器等の設備の見直しの検討 

❸令和９年に現在使用しているコールシステムの保守が終了

となることから、「ＩＣＴ・ロボット技術研究委員会」の活

動と絡めて新しいコールシステムの検討を積極的に行っ

た。特殊浴槽についても並行して情報収集を行った。 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①適切なケアを提供するために身体拘束や虐

待防止に関する研修会を開催 (年２回) 

❶オンラインによる研修にて実施した。虐待防止に関しては

近年更新した法人の指針とともに研修資料を作成し、ケア

検討会議、各ユニット会議にて座学形式での研修も実施し

た。 

②ユニット会議で、利用者・介護者双方にと

って、よりストレスの少ない介護方法を検

証 (月１回) 

❷毎月、ユニット会議を開催し、全利用者の状況やケア内容

等について事細かく話し合いを行い介護方法やケアの方向

性について検討、共有を図った。 

５.医療連携による感染症対策の質的向上  

①感染症対策に必要な研修及び訓練による事

業継続の実効性の確保 (年２回) 

❶オンラインによる研修にて実施。また、手洗いチェッカ

ー、ガウンテクニックも各ユニットにて実施した。 

６.感染症対策を重視したボランティアの育

成と活用 

 

①地域の感染状況に応じた地域活動への参加

やボランティア活動等の受け入れ 

❶4/18 春のエコウォーク参加(参加者 16 名) 

・6/2 日赤ボランティア・中郷小学校による清掃・花植え 

・10/26 勤労連による清掃ボランティア 

７.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

拠点施設としての活動継続 

 

①防災訓練や地域行事等を通じた地区消防団

や近隣地域とのつながりや上越市との協力

体制を継続 

❶10/11 総合防災訓練実施 

 

８.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①地域で開催される寄合いや行事等に参加

し、事業所の特徴・特色・強みを表した営

業・ＰＲ活動の実施(２回) 

❶ 7/3 下中島・四ツ屋のサロンに参加した。 

・11/8 中郷区作品展に出展し見学を実施。地域に対して事業

所の活動状況をＰＲすることができた。 

②事業所の活動状況を広報紙やブログで定期

的に情報発信(年 12 回) 

❷広報誌を年４回、ブログは随時更新した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 2 件 0 件 2 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜小規模多機能型居宅介護事業所ほのぼの中郷／小規模多機能型居宅介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆稼働の維持及び法人内施設入所待機者の確保の為に長期泊まり利用者の受入れを行うと共に、利

用者・家族の状況に応じて泊まり利用の調整等柔軟な対応を行い稼働率は目標を上回った。 

◆認知症利用者・独居世帯に対する柔軟な訪問支援や、地域との関わりを目的とした通い支援を行

い、地域ニーズに合致したサービス提供を行った。 

◆感染状況に応じて、地域住民による演奏会の参加やドライブ、作品展の見学等を行い、地域との

関係性の維持につなげる事ができた。 

◆認知症介護実践者研修の参加や計画的に施設内研修を行い、職員個々の知識・技術の向上を図っ

た。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 25 人 25 人 

稼働率 86.0％ 89.1％ 

平均介護度 1.6 1.6 

事業活動収入 60,992 千円 65,565 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①地域包括支援センター・居宅介護支援事業

所・民生委員等へ定期的に出向き、新規利

用者確保や待機者確保に向けた営業活動の

実施(月１回) 

❶地域包括支援センターを中心に新規受入に関する連携を図

り３件利用申込みがあった。介護職員数が減少し訪問や送

迎業務を優先した為に居宅介護支援事業所へ出向き営業活

動を行う事はできなかった。 

②地域で開催される会議等に参加し、関係機

関との連携を強化(年２回) 

❷ 6/27、3/23 中郷区地域支え合い事業連携会議、5/8 中郷区

における民生児童委員と福祉関係者との連絡会に参加し、

顔の見える関係性の構築に繋げた。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①つなぎ・つながるサービス会議を行い、施

設内他事業所と情報共有・連携しスムーズ

な受け入れを実施(月２回) 

❶月２回の課長会議にてつなぎ・つながる会議を開催しタイ

ムリーな情報交換を行った。心身状態の変化に応じた住み

替えを実施した。 

②法人の居宅介護支援事業所と情報共有・連

携を強化しスムーズに運用できる体制の確

保(月１回) 

❷みなかみの里・名香山苑居宅支援課へ営業活動を月２回実

施し連携強化を図った。みなかみの里居宅支援課より２件

利用申込があった。 

 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①記録システムを活用した記録業務の効率

化・ペーパーレス化を検討し実践 

❶訪問介護記録を見直しペーパーレス化を図った。来年度よ

りワイズマン記録システムを活用した連絡帳の作成に変更

できるよう準備を行いご家族へ周知した。 

 

②職員の資質向上や事業継続に必要な研修を

効率的に行うためオンライン研修を計画的

に活用 

❷年２回オンライン研修を開催し、効率的に研修を実施した。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 
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事業運営目標 実 績 

①見守り機器の活用や定期的な点検の実施と

利用者の安全及びケアの質の確保(年 12

回) 

❶毎月見守り機器の点検を行い、事業所別会議にて使用状況

を確認すると共に、利用者の安全及びケアの質の確保の効

果について確認を行った。 

②介護機器の使用方法の演習や事故統計の周

知、事例を通じた再発防止策の実習等、職

員研修の定期的実施(年２回) 

❷毎月事業所内で事故統計の周知を行う他、ＫＹＴ研修を実

施した。施設全体で事故事例や再発防止につながる研修会

を実施した。 

５.感染症対策の質的向上と地域とのつなが

りを重視した取り組みの再構築 

 

①感染症対策に必要な研修及び訓練による事

業継続の実効性の確保 (年２回) 

❶事業継続研修に関する研修の実施、手洗い訓練や感染症発

生時のガウンテクニックの訓練を実施した。 

②地域の感染状況に応じた地域活動への参加

やボランティア活動等の受け入れ 

❷地域とのつながりを深める活動として、地域住民による演

奏会へ参加した他、6/2 日赤ボランティア・中郷小学校に

よる花植え、10/26 勤労連ボランティアによる外窓清掃の

受入れを行った。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①地域で開催される寄合いや行事等に参加

し、事業所の特徴・特色・強みを表した営

業・ＰＲ活動の実施(２回) 

❶7/3 下中島・四ツ屋地区のサロンに参加、11/8 中郷区作品

展に出展し見学を実施。地域に対して事業所の活動状況を

ＰＲすることができた。 

②事業所の活動状況を広報紙やブログで定期

的に情報発信(年 12 回) 

❷定期的に広報紙を発行した。ブログでの情報発信は毎月実

施する事ができなかった為、来年度の課題とした。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 1 件 1 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜グループホームあすなろ／認知症対応型共同生活介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆上越市全域を対象に積極的な営業活動を展開するとともに、施設内事業所との連携を強化して住

み替え促進を図った結果、常に複数の待機者を確保することができた。 

◆重度化に伴い平均介護度が上昇した結果、入院や退所が増加し、合計 349 日（入院 18 件＝空床 259

日、退所９件＝空床 90 日）の空床が発生した。この空床発生により、目標稼働率を 4.3％下回る

結果となった。 

◆限られた人材でサービスの質を維持・向上できるよう、生産性向上の取り組み(オンライン研修の

活用・記録システムを活用したペーパーレス化など)を促進させることができた。 

◆感染症対策を継続する中、家族交流活動（家族ボランティア・付添いドライブなど）や地域交流活

動（小中学校との交流活動、地域行事参加など）を拡充させることができた。 

◆事業所内で感染症（新型コロナウイルス・インフルエンザＡ型）の集団感染が２回発生。動きのあ

る利用者に対するクラスター対策に課題を残す結果となった。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 18 人 18 人 

稼働率 99.0％ 94.7％ 

平均介護度 2.2 2.7 

事業活動収入 93,019 千円 91,313 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①効率的かつ効果的な営業活動で待機者を確

保し、空床発生時の速やかな対応の実施

(空床日数７日以内) 

❶ブログやポータルサイトを活用した営業・待機者情報のＦ

ＡＸ送信・関係機関への訪問営業を実施することで、常に

２～３名の待機者を確保した。待機者に対する定期的なフ

ォローアップを行い、退所９件に対して合計 90 日(平均 10

日)の空床となった。一方、入院 18 件に対して合計 259 日

の空床が発生したため、目標稼働率は達成できなかった。  
②運営推進会議の開催や外部評価の受審を通

した、関係機関との連携を強化 

❷運営推進会議や外部評価の受審時に事業所のＰＲ等を行う

ことで、地域包括支援センターから利用相談が３件あり、

２件の申し込みにつながった。 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①見守り機器の活用や定期的な点検の実施と

利用者の安全及びケアの質の確保(年 12

回) 

❶生産性向上推進委員会を毎月開催した。見守り機器の点検・

使用状況の検証を行い、検証結果を介護事故の再発予防策

や個別ケアの改善に繋げた。 

②介護機器の使用方法の演習や事故統計の周

知、事例を通じた再発防止策の実習等、職

員研修の定期的実施(年２回) 

❷施設全体会にて、事故統計の周知・介護事故予防研修を実

施した。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①記録システムを活用した記録業務の効率

化・ペーパーレス化の検討し実践 

❶ペーパーレス化に向けた検討を行い、介護明細・アセスメ

ント書式の印刷を廃止した。 

②職員の資質向上や事業継続に必要な研修を

効率的に行うためオンライン研修を計画的

に活用 

❷職員個々に合った個別研修計画に沿って、オンライン研修

(介護支援専門員向け研修・カスタマーハラスメント研修な

ど)を実施した。 
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事業運営目標 実 績 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①虐待の発生・再発防止のための対策を検討

する委員会の定期的な開催(月１回) 

❶虐待防止検討委員会を毎月開催。虐待の早期発見に向けた

検証を行い、虐待事例は発生しなかった。 

 

②虐待防止に関する研修会の定期的な開催

(年２回) 

❷年間研修計画に基づき、虐待防止に関する研修会(オンラ

イン研修・事業所内研修など)を実施した。 

５.感染症対策の質的向上と地域とのつなが

りを重視した取り組みの再構築 

 

①感染症対策に必要な研修及び訓練による事

業継続の実効性の確保 (年２回) 

❶業務継続計画に基づき、感染症対策に関する研修・訓練

(ガウンテクニック、手洗いチェッカーなど)を実施した。 

②地域の感染状況に応じた地域活動への参加

やボランティア活動等の受け入れ 

❷地域活動への参加(4/18エコウォーク、11/8・9 中郷区文

化祭)やボランティア活動の受け入れ(5/9・6/25・9/30 チ

ーム岡沢：畑作業、6/28 チーム岡沢：ちまきづくり、7/18

入居者家族：草取り、6/2 日赤・中郷小学校：清掃・花植

え、10/26 勤労連：清掃)を実施することができた。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①地域で開催される寄合いや行事等に参加

し、事業所の特徴・特色・強みを表した営

業・ＰＲ活動の実施(２回) 

❶地域サロン(7/3 下中島・四ツ屋地区、8/6 岡沢地区)に利

用者と一緒に参加。地域住民と交流を図りながら、事業所

のＰＲ活動を実施した。 

 

②事業所の活動状況を広報紙やブログで定期

的に情報発信(年 12 回) 

❷定期的に広報誌の発行(年４回)とブログの更新（年 37

回）を実施した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 4 件 0 件 4 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜えんじゅの郷デイサービスセンター／通所介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆新規利用者 19 名に対し、契約解除者が 31 名と大幅に超過した。併せて入院によるキャンセルが

257 件と多かったことが稼働率低下の要因となった。 

◆契約解除者のうち、グループホームあすなろへの入所が１名、ほのぼの中郷へのサービス変更が

２名と、みのりの丘中郷内の情報共有体制が活かされる形となった。また、みなかみの里への入

所が１名、名香山苑への入所が２名と、入口のサービスとしての機能を果たした。 

◆骨折や誤薬など、重大事故の発生なく、安全、安心なサービスを提供できた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 25 人 15.7 人 

稼働率 90.0％ 62.7％      

平均介護度 1.6 1.4 

事業活動収入 59,226 千円 42,657 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①居宅介護支援事業所等へ訪問時の機能訓練

の取り組みを紹介による、お試し利用に繋

がるようなＰＲ活動の実施 

❶毎月のモニタリングの配布などの際に、生活相談員と合わ

せ、機能訓練指導員が居宅介護支援事業所に訪問する機会

を設け、ＰＲを行った。 

②「今よりももっと！来れば来るほど元気に

なるデイサービス」をアピール 

❷居宅介護支援事業所訪問時には、取り組んでいる機能訓練

の内容や、通信システムの活用などについてアピールを行

った。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①つなぎ・つながるサービス会議による施設

内他事業所との情報共有・連携 (月１回) 

❶月２回の課長会議にてつなぎ・つながる会議を開催し、タ

イムリーな情報交換を行った。 

②施設内他事業所との情報共有・連携を図り、

効率的なサービスの提供 (月１回) 

❷つなぎ・つながる会議の開催と併せ、家庭の事情などで在

宅生活が困難な方の情報提供を随時行い、施設内の他サー

ビスへの利用に繋げた。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①記録システムの活用によるケアプランの作

成・評価を行い、記録業務の効率化・ペーパ

ーレス化を実施 

❶ペーパーレス化に向けた検討を行っており、過度な印刷に

ならないように、事業所別会議などで周知した。 

②通信システムを活用した自立支援と心身機

能向上のための活動の効率化 

❷通信システムによるオンラインレクリエーションに年14回

参加した。大阪万博や松島、長崎など全国からの中継など、

なかなか行けない場所からの中継を楽しんだ。また、日常

的にカラオケや体操など年間を通じて活用した。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①介護機器の活用や定期的な点検による利用

者の安全及びケアの質の向上 (年 12 回) 

❶歩行器の使用頻度が高い利用者が多く、機能訓練指導員に

よる身体状況に合わせた適切な歩行器の使用に取り組ん

だ。 
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２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 1 件 1 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業運営目標 実 績 

②介護機器の使用方法の演習や事故統計の周

知、事例を通じた再発防止策の実習等、職

員研修を定期的な実施(年２回) 

❷毎月の事業所別会議にて実施した。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①感染症対策に必要な研修及び訓練による事

業継続の実効性の確保 (年２回) 

❶業務継続計画に基づき、感染症対策に関する研修・訓練

(ガウンテクニック、手洗いチェッカーなど)を実施した。 

②感染症対策の徹底を継続し、迅速な初動対

応を行うことで利用者の安全の確保 

❷感染症対策を継続的に実施し、事業所内での感染拡大はみ

られなかった。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①地域で開催される寄合いや行事等に参加

し、事業所の特徴・特色・強みを表した営

業・ＰＲ活動の実施(年２回) 

❶ボランティア委員会の活動を通じて、地域行事などへ参加

した。また、独居での生活が困難になってきた利用者につ

いて、地域包括支援センターに相談し、家族や行政、関係

事業者を交えた報告会を開催した。 

②事業所の活動状況を広報紙やブログで定期

的に情報発信(年 12 回) 

❷計画的なブログの運用はできなかった。 
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＜妙高の里デイサービスセンター／通所介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆個別機能訓練は３月末で前年度を上回る 25 名の方が実施されており、妙高の里の利用目的として

定着することができた。 

◆パンフレットの見直しを行い作成・配布することができた。広報誌・ブログとともに事業所のＰ

Ｒにつなげることができた。 

◆感染症対策については基本的な対策を継続しつつ、周辺地域の感染状況を見て慰問の受け入れや

外出ドライブを実施した。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 25 人 25 人 

稼働率 92.5％ 83.2％ 

平均介護度 2.3 2.0 

事業活動収入 70,088 千円 56,605 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①様々なニーズに対応可能なことを居宅介護

支援事業所へＰＲ 

❶ＰＲを行い新規利用(年間 37 件)につなげた。定員拡大に伴

い「特色」を掲載したチラシを作成・配布しＰＲした。 

②突発的なキャンセルを補う方法を検討し、

追加利用ができることをＰＲ 

❷キャンセル料徴収でキャンセル減を図った。キャンセルを

見越した予約処理を行ったが補うことはできなかった。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①多様なニーズに対応できる活動を実施 ❶通信システムを活用したリズム体操や脳トレなど、身体状

況に応じて参加できる活動を提供した。 

②記録システムの活用で、法人内の複数サー

ビス利用者に一体的な支援を提供 

❷記録システムの活用で、法人内他事業所と利用者個々の対

応方法等必要な情報を共有した。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①業務の見える化で、業務の効率化と職員配

置の適正化 

❶送迎や入浴など必要人員を確保し、各自の役割を業務時間

内で処理できるよう職員間で調整した。 

②必要書類に係るＩＣＴ等導入に向けた検討 ❷ネットワークやシステム活用でペーパーレス化を図った。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①ケア検討で状態に合わせた支援の共有 ❶事業所別会議で検討・情報共有により、個別の対応につい

て周知を図った。 

②ヒヤリハット、事故報告についての検討で

事故発生や類似事故発生防止 

❷事業所別会議でヒヤリハット・事故報告の再検討を行い、

対策の周知・再発防止に努めた。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①感染症や非常災害対策の研修とシミュレー

ション実施 

❶オンライン研修受講のほか、シミュレーション研修を行

い、知識の向上、技術の習得を図った。 

②感染症対策を継続し家庭状況に応じた柔軟

なサービス提供 

❷必要な感染対策は継続しつつ、周辺地域の状況に応じて制

限を緩和し柔軟なサービス提供を行った。 
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事業運営目標 実 績 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①介護者教室の開催、事業所のＰＲで地域と

の関り強化 

❶名香山苑と合同で介護者教室を開催し、参加者と交流を図

りその中で事業所のＰＲを行った。 

②地域住民との交流、クリーンパートナー活

動で事業所ＰＲ 

❷地域のイベントに参加し、ブースを設営し利用者の作品展

示やゲームで地域住民とふれあい、事業所ＰＲを行った。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 0 件 0 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜妙高の里ヘルパーステーション／訪問介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆新規事業所を立ち上げ、妙高高原地区・妙高地区・上越市中郷区においてサービス提供を開始し

た。安定したサービス提供ができるよう、訪問体制の強化と移動時間の効率化を図った。 

◆冬期間の稼働について検討を行ったが、安定稼働につながる方策は打ち出せなかった。 

◆通所介護課との連携を強化し、それぞれの様子を共有することで迅速な対応ができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

稼働率(平均件数／日) 12.0 件／日 10.5 件／日 

平均介護度 1.0 1.0 

事業活動収入 13,957 千円 14,238 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①居宅介護支援事業所等へのＰＲや空き情報

提供で新規利用促進 

❶毎月１回、空き情報の提供と事業所のＰＲを行い、紹介し

やすい環境づくりに努め、新規利用の促進につなげた。 

②家族や居宅介護支援事業所等へ詳細な利用

状況を報告し関係性を強化 

❷家族や関係機関に速やかに報告を行い、連携を強化し安心

してサービス利用ができる関係づくりに努めた。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①自宅での生活状況を関係事業所へ情報提供

し連携強化 

❶把握した利用者の生活状況を適宜発信した。日々の様子や

変化を共有することで、支援体制の一体化に努めた。 

②現有能力の維持向上、活用するための情報

を発信 

❷状況の変化を早期に共有することで、現有能力の維持・活

用につながる支援体制の強化を図った。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①「できること」等を明確化し自立支援に向

け適正なサービス提供 

❶丁寧なアセスメントを行い、「できること」を発見、これに

より利用者の能力を適切に評価し自立支援につなげた。 

②オンライン研修やＩＣＴ機器の活用を検討 ❷オンライン研修や記録システムの活用で業務の効率化を図

った。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①サービスの標準化に向け、手順書、マニュ

アルを見直し 

❶手順書の作成やマニュアルの見直しを行い、業務手順を明

確にすることで標準化に向けた体制づくりを強化した。 

②危険予知訓練を行い、事故の発生再発防止 

 

❷危険予知のシミュレーションを行い、職員間で注意点を共

有することで、安全に対する意識向上を図った。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①感染症や非常災害対策の研修で事業継続の

実効性を確保 

❶事業継続計画に基づく研修を実施し、発生時の対応手順を

確認するシミュレーションを年２回行った。 

②地域活動への参加、訪問活動の受け入れ 

 

❷クリーンパートナーを年３回実施したが、訪問活動の受け

入れはできなかった。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①介護者教室、地域住民との交流活動への参 

 加 

❶名香山苑と合同で介護者教室を開催した。地域のイベント

に参加し、地域住民と交流を行い事業所ＰＲができた。 
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２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合 計 

件 数 0 件 0 件 0 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜特別養護老人ホーム名香山苑／介護老人福祉施設事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆退職等に伴い、職員数が少ないなか業務内容の見直し、職員の理解、超過勤務によるフォロー等

により事業を展開することができた。反面、入所者を待たせてしまうケアや充分な対応が不足し

てしまった。 

◆感染に伴う入退所の影響は依然としてあることから、感染対策の徹底と発生時の対応を継続的に

取り組んできた。また、病院との連携を図り情報共有を行った。 

◆生産性向上に向けてアンケートを実施したことで課題把握・職員の意識の高さ等を見ることがで

き、改善計画に反映できた。 

◆ＯＢ・ＯＧ職員によるボランティア活動が定着され、今後さらに介護技術を活かした内容が期待

できる。(ドライブ補助等) 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 100 人 100 人 

稼働率（内空床短期） 95.5％（0.5％） 92.2％（0.1％） 

平均介護度 4.3 4.2 

事業活動収入 456,242 千円 440,756 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①併設型及び空床型短期入所を積極的に活用

し、入所候補者を安定的に確保(空床日数

７日以内) 

❶妙高病院の集団感染等により受け入れ中止の影響や職員不

足による入所調整に時間を要することが多かったことによ

り目標を達成することができなかった。 

②入院日数削減を目的に多職種による入院原

因分析と適切なケアにつなげる検討会議の

実施(月１回) 

❷毎月の検討会議にて入院原因の分析を行い、日々のケアに

反映させた。また、看護との連携を図り早期受診につなげ

た。(入院人数 109 名・延べ入院日数 1,378 日) 

２.サービスの質向上と介護事故を発生させ

ないための取り組み 

 

①全職員のオンライン研修の定着によるサー

ビスの質の向上 

❶四半期ごとに計画的にオンライン研修を実施した。個々の

時間で受講できるため定着できた。 

②見守りカメラを活用し事故の検証を行い、

事故の再発防止に活用 

❷事故発生時に見守りカメラにて動画検証を実施。個々の要

因に合わせた再発防止対策を立てることができた。 

３.ＩＣＴ・ＡＩ、介護ロボット等を活用し

た生産性向上の取り組み 

 

①現場の課題把握のためにアンケート調査を

実施し課題分析・実行計画を立て改善活動

を実施 

❶生産性向上に向けたアンケートを実施し、リーダー・サブ

リーダーで課題分析及び改善計画作成した。排泄介助に対

して改善活動を実施した。 

②課題解決に向けてＩＣＴ・介護ロボット等

の導入検討(情報取集・補助金等の調査等) 

❷入浴介助の負担軽減のための「ウルトラファインバブル発

生装置」の試用、勤務表自動作成ソフト等の説明を聞き情

報収集を行った。また、国際福祉機器展に参加した。 

４.虐待を発生させないための体制づくりと

教育・指導の徹底 

 

①虐待防止やプライバシー保護・身体拘束廃

止等の研修会を実施 

❶オンライン研修を活用し実施する。身体拘束実施者の行動

パターンを検証し解除に向けて検討した。 

②「虐待の芽チェックリスト」を活用し自己

チェックを実施(年２回) 

❷「虐待の芽チェックリスト」を活用し自己点検を２回実

施、解説を配布し今後のケアに反映させることができた。 
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事業運営目標 実 績 

５.医療連携による感染症対策の質的向上  

①感染症対策のため研修会と訓練を実施(そ

れぞれ年２回) 

❶11 月に感染対策のための研修会とＢＣＰ訓練を開催した。

(感染時の対応及び吐物処理について) 

②医療機関による研修・訓練の受講および助

言・指導の受領並びに感染発生時の感染制

御に係る実地指導の実施 

❷妙高病院で開催されている研修会に２回参加(感染対策に

おける手指消毒)し、復命研修を実施した。今年度、実地

指導は行わなかった。 

６.感染症対策を重視したボランティアの育

成と活用 

 

①ボランティア時に感染症対策指導を行い状

況に応じた内容や方法を検討し実践 

❶ボランティア参加者に対して感染対策(健康状態把握・マ

スク着用・手指洗浄等)について徹底していただいた。 

②地域のこども園・小中学校との交流機会確

保に向けた感染対策に応じた検討・実践 

❷今年度は検討実践していないが、来年度の交流会開催に向

けて、こども園・小中学校との検討準備を行った。 

７.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

拠点施設としての活動継続 

 

①災害時の対応方法を周知し実行できるよう

研修会と訓練を実施 

❶オンライン研修を活用し実施した。また、個々に動画共有

サービスの視聴により図上訓練を実施した。 

②有事の際に行政及び関係機関と連携を図れ

るよう災害時対応の内容や準備品等の確認 

❷行政及び関係機関の連絡先の確認及びオムツ類や衛生管理

品等の備蓄の確認を行った。 

８.地域から信頼され選ばれるための広報活 

 動 

 

①安心してサービス利用いただけるよう広報

誌やブログで事業内容や日頃の取り組みを

周知 

❶定期的に広報誌を発行。行事やレクリエーションの写真を

多くしたことにより、日常の様子を知っていただくことが

できた。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 8 件 0 件 8 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜名香山苑／短期入所生活介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆新たなＩＣＴ機器の導入はなかったが、今ある機器の継続的な活用と検証を毎月行い、効率的な

使用により業務の負担軽減を図ることができた。 

◆対応困難ケースも多く前半は事故件数も多くあった。その中でも介護支援専門員、医療機関との

連携、内服調整等により可能な限りの受け入れを行うことができた。 

◆福祉用具の使用状況や状態を定期的に確認し、入れ替え等を行うことで、安心安全に利用してい

ただくことができた。また、職員による居室準備等の負担を軽減することができた。 

◆感染症や非常災害対策に必要な研修等を行い、稼働の安定と事業を継続することができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 22 人 22 人 

稼働率 90.0％ 92.5％ 

平均介護度 2.8 2.9 

事業活動収入 81,750 千円 88,441 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①生活相談員が居宅介護支援事業所に空き情

報や利用者の情報提供を行い、連携を強化 

❶居宅支援課へ空き情報等の情報提供を密に行った。他事業

所への情報提供も必要に応じて行った。 

②施設内特養の入院状況の把握やキャンセル

発生時の調整力を確保し、空床期間の軽減 

❷常に情報交換を行い空床期間の軽減と空床型短期入所の利

用を積極的に行った。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①様々なニーズに対応し利用いただくために

施設内事業所や妙高病院と情報交換 

❶必要時に連絡会議を開催し情報共有を図った。 

②最新情報や課題の共有に向けた記録システ

ム活用拡大による一体感ある支援実施 

❷関連する他事業所等との連携やシステム活用拡大には至ら

なかった。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①生産性向上に関わる検討会を通し業務プロ

セスの見直しと標準化の実施(月１回)  

❶業務改善に関わるアンケートを実施し課題把握を行った

が、業務全体の見直しには至らなかった。 

②介護ＤＸに向けた情報収集、新たな機器導

入へ向けての検討 

❷研修や展示会に参加し情報収集に努めた。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①ＡＤＬ・生活環境に応じた台帳および個別

留意事項の定期的見直しと実施 

❶担当者会議及び状態変化の際には漏れなく台帳の見直しを

行い、最新の情報でサービスを提供することができた。 

②見守りカメラ等を活用しサービスの質や事

故の発生状況を定期的に分析、改善 

❷事故発生時に見守りカメラによる映像を検証し、個々の状

況に合わせた対策を行い再発防止に努めた。 

５.災害に強い施設づくりと地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①業務継続計画による研修や想定訓練を実施

し職員のスキルアップを実施 

❶オンライン研修の活用と机上訓練を実施した。 

②有事の際に行政及び関係機関と連携を図れ

るよう災害時対応の内容や準備品等の確認 

❷行政及び関係機関の連絡先の確認及びオムツ類や衛生管理

品等の備蓄の確認を行った。 
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事業運営目標 実 績 

６.医療連携による感染症対策の質的向上  

①感染症対策を徹底し、業務継続計画による

研修やシミュレーションを実施 

❶事業所別会議等で書面での確認及びシミュレーションを２

回実施した。 

②近隣医療機関との最新情報の共有、感染が

疑われる場合や緊急時の対応方法を整備 

❷受診時等、その状態に応じた感染対策等を確認し実施し

た。 

７.地域から信頼され選ばれるための広報活 

 動 

 

①介護者教室を開催し、介護者のスキル向上

や事業所のＰＲを実施 

❶在宅サービス事業所と連携し、介護者教室を行い事業所の

ＰＲを行った。 

②事業所での取り組み利用者の体験談や成功

事例等を発信しアピールを実施 

❷ブログや広報誌により、情報を発信し、事業所のアピール

を行った。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 5 件 0 件 5 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜名香山苑デイサービスセンター／通所介護事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆妙高高原地区内で閉鎖した事業所の利用者の受け入れのための定員増を適切なタイミングで行っ

た。また希望する利用者を断ることなく受け入れ、継続したサービス利用につなげた。  

◆記録システムや通信システムを活用しながら事業間の連携を行い、業務の効率化を図ることがで

きた。 

◆感染症や非常災害対策の研修、対策を徹底することで事業継続の実効性を確保することができた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

定 員 30 人 35 人 

稼働率 95.0％ 82.7％ 

平均介護度 1.8 1.5 

事業活動収入 84,306 千円 71,881 千円 

事業運営目標 実 績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①介護度の高い利用者の積極的な受け入れや

利用回数増で 95％の月初予約確保 

❶近隣事業所の閉鎖に伴い軽度な利用者を受けた関係で平均

介護度は下がった。月初予約は 102％だった。 

②居宅介護支援事業所へ空き情報提供等を行

い連携強化 

❷空き状況が少ない中でキャンセル処理とキャンセル待ち処

理をタイムリーに実施した。 

２.自事業所の強みを活かした法人内他事業

所との一体的な支援 

 

①名香山苑短期入所課と連携し情報共有でケ

アの統一と自立支援向上 

❶自立支援に向け、タイムリーな調整、連絡を行いケアの統

一を図った。 

②施設内事業所と情報共有、連携 ❷必要時に連絡会議を開催し情報共有を図った。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①生産性向上委員会で介護業務を分析、介護

の質向上と業務効率化を検討 

❶毎月１回事業別会議で検討を行った。近隣事業所の閉鎖に

伴う定員変更についても柔軟に対応した。 

②記録システム、通信システムの活用で業務

を効率化 

❷５月に記録システムの研修会を実施した。介護計画は全て

システムを使用して作成できるようになった。 

４.サービスの質向上と事故を発生させない

ための取り組み 

 

①オンライン研修で時間の効率化、働きやす

い職場環境づくり 

❶オンライン研修を活用して効率的に研修を実施した。非常

勤職員への研修も同様に実施した。 

②送迎車両の定期点検や送迎マニュアルの遵

守で安全な送迎業務推進 

❷毎月の点検、リース会社との連絡調整を行いながら修理や

車両管理を実施した。 

５.感染症対策の質的向上と地域包括ケアの

一員としての取り組み継続 

 

①感染症、非常災害対策の研修で事業継続の

実効性を確保 

❶事業別会議内でシミュレーション訓練を２回実施した。 

②地域活動への参加、訪問活動の受け入れ ❷地域活動、訪問活動の依頼がなかった。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①介護者教室の開催と事業所ＰＲ ❶10 月に介護者教室を開催し事業所ＰＲを行った。 

②ブログや広報誌で情報発信 ❷広報誌等で情報発信を行った。パンフレットを更新した。 
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２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 2 件 1 件 3 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 
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＜名香山苑在宅介護支援センター／居宅介護支援事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆関係機関との連携強化と情報提供により、稼働率向上と事業収入の安定化を図った。 

◆法人内外のサービス連携を深め、在宅生活を支える切れ目のない支援体制を強化した。 

◆ＩＣＴ導入検討や業務標準化、研修を通じて生産性向上とケアマネジメントの質向上を進めた。 

◆感染症対応力の強化と地域への広報活動により、安全なサービス提供と地域からの信頼獲得につ

なげた。 

目標 

項 目 目 標 実 績 

稼働率(平均件数/月)   210 件／月 193.6 件/月 

平均介護度 1.7 1.5 

事業活動収入 32,373 千円 28,931 千円 

事業運営目標 実績 

１.稼働目標達成のための取り組み  

①顔の見える関係づくりと関係機関への空き

情報提供 

❶毎月、妙高市地域包括支援センターや妙高高原支所、妙高

支所に空き情報を伝え、新規紹介の依頼をした。 

② 介護給付の方の積極的な受け入れによる

事業収入のアップ 

❷介護給付の方で新規依頼していたが、介護給付の方は７割

弱だった。 

２.法人サービスをつなぐ要として法人他事

業所と一体となった支援の実施 

 

①法人内事業所との情報交換や連携でサービ

ス利用促進 

❶日頃から法人内事業所と空き情報や利用者の情報を共有し

有効にサービス利用できるよう努めた。 

②在宅生活の継続に向け、サービス連携強化 ❷地域の多様な社会資源を活用しながら在宅生活を継続でき

るよう橋渡しをした。 

３.生産性向上と事業継続に向けた事業運営

の適正化と効率化 

 

①ＩＣＴ活用の具体的方法の検討、導入に向

けた準備 

❶記録システムのデータ連携を活用し、確認作業を簡素化し

た。ケアプランデータ連携システムの導入準備を行った。 

②業務手順の統一、標準化に向けた研修実施

でケアマネジメントスキル向上 

❷ケアプラン立案時のアセスメントや担当者会議の運営方法

などを内部研修で確認、業務の標準化を図った。 

４.サービス事業所で感染症が発生した際の

迅速かつ適切なサービス調整 

 

①感染症発生時の適切なケアマネジメント ❶対応が必要な感染症発生はなかった。 

②ＢＣＰに関する研修、情報共有 ❷感染症に関する研修を３回行った。うち１回はシミュレー

ション訓練を行った。 

５.質の高いケアマネジメントを行うための

更なる資質向上 

 

①困難ケースにも対応できる研修受講とボト

ムアップ 

❶生活保護や虐待についての研修を行い、基本的事項を再確

認し、実際の場面で適切に対応できるよう意識を統一した。 

②対人援助技術向上に向けた研修実施 ❷妙高ケアフォーラムの研修会に参加。接遇について内部研

修を行い、基本的なマナーや面接技法について学んだ。 

６.地域から信頼され選ばれるための広報活

動 

 

①介護者教室の開催 ❶介護者教室「遺言、相続に関する研修」を開催した。 

②広報誌等で事業内容、取り組みＰＲ ❷広報誌を持ち、地域や関係機関へ事業所ＰＲを行った。 
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２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 0 件 0 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



44 

 

＜妙高市高齢者生活福祉センター妙高の里／委託事業＞ 

１．事業実績 

事業 

総括 

◆定員 12 名のところ、12 月から３月まで 10 名入居された。うち４名が入居中、妙高の里デイサー

ビスセンターを利用された。 

◆１月に入居者が１名コロナウイルスに感染されたが主治医の指示で一時帰宅され、他に感染者は

出なかった。 

◆入居者に関することや、設備等の修繕に関することについて、妙高市との連携により進めること

ができた。 

事業運営目標 実 績 

１．妙高の里居住部門管理業務の適正且つ円滑な実施  

①個々の居住空間、プライバシーを尊重し、自立した

生活を送ることができるように支援 

❶日中は、支援員が見守りを行い、夜間は宿直員が滞

在し個々の生活を援助した。 

②バイタルチェック(体温・血圧測定等)により、毎日

の体調を記録し健康管理に役立て、変化のある時は

適切なアドバイスを実施 

❷体調不良があった時は、家族に連絡を行い、妙高診

療所を受診した。 

③感染症や食中毒に関する情報を提供し、発生予防や

感染拡大を防止 

❸面会者が多く、感染予防に努めたが１名コロナウイ

ルスに感染された。 

④共同生活に係る事項について、不便さや悩み等の相

談に対応し、共に考え支援 

❹支援員が相談を受け、本人、支援員、職員で対策を

検討し対応した。 

⑤災害時の避難訓練への参加を通じて防災意識を高

め、緊急時の対応を明確化し、確実な対応を実施 

❺3/17 に夜間伝達訓練を実施、3/30 の総合防災訓練

には入居者４名が参加された。 

⑥妙高市等関係機関との連携を図り、安心で安全な生

活環境づくりを実施 

❻１年を通じて施設内の環境整備を行った。６月、11

月に防虫駆除を実施した。 

 

２．事故発生状況 

項 目 介護医療関連 その他 合計 

件 数 0 件 0 件 0 件 

 

３．苦情受付状況 

件 数 受付内容 

0 件 ― 

 

 


